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今回は、国内の調査研究に目を向
















載第三回参照） ど特定の教科だけでなく、教科横断的な資質・能力である情報活用能力を、高校生がどの程度身につけているかを評価するためのもので、高等学校および中等教育学校後期課程の二年生生徒（調査人数四五五二人） を対象に、 二〇一五年一二月から二〇一六年三月 かけて行われた全国調査です。コンピュータ使用型テスト（ＣＢＴ）による生徒を対象とした調査問題と、生徒を対象とした質問調査（ 「生徒用質問調査」 ） 、および学校（主に学校長）を対象とした質問調査（ 「学校用質問調査」 ） からなるものでした。　
生徒を対象とした調査問題は、教















ばれる統計手法が用いら ました。※１の文献に詳細は譲りますが、この手法を使うことによって、高校生を対象とする情報活用能力調査を今後新たに行った場合、今回の得点を基準とした経年変化を見ることができます。ま 、小学生や中学生、成人などの、本調査とは異なる母集団を対象にした情報活用能力調査を行った場合でも 今回の得点を基準として、同じ尺度で比較をすることができます。　
また、国際的な学力調査であるＰ

















徒による教師への敬意が欠けている」と「生徒に対する教師の期待が低いこと」という質問項目が、生徒の情報活用能力と最も強い関係（学校用質問調査 生 用質問調査の全質問の中で最も強い関係）がありました。「敬意は欠けていない」 、 「期待は低くない」との回答をした学校ほど、生徒の情報活用能力が高かったのです。　
生徒用質問調査においては、課題
や問題点を解決しようとする際に、「関連付け」 、 取捨選択」 、 「優先順位付け」 、 「振り返り」といった、メタ認知的方略（メタ認知とは、 「自分が考えていることにつ て考える」ともいえます）をとる生徒ほど、情報活用能力が高いことがわかりました。また、 「コンピュータやインターネットは、将来の仕事や勉強に役立つ」 と回答した生徒や、 インターネット上でのルールやマナーへの意識が高い生徒ほど、情報活用能力が高いこともわかりました。　
学校用質問調査と生徒用質問調査
が示すのは、質問項目 生徒の情報活用能力の相関関係（変数の一方が変化すると、ほかの変数も変化する関係。どちらが原因でどちらが結果かは不明）であり 因果関係（変数の一方の変化が、ほか 変数の変化
を引き起こす、原因と結果の関係）ではありません。そのため、例えば、教師への敬意を抱くことが能力を高めるのか、それとも、能力 高い生徒が集まった学校では教師への敬意を欠いた行いが少ないのかは、わかりません。　
因果関係ではない点に留意せねば
なりませんが、教員と生徒 関係良好にすること、メタ認知的な学習習慣を身 つけさせること、コンピュータやインターネットは将来の仕事や勉強に役立つと動機づけること、インタ ネット上のルールやマナーへの意識を高めることを、学校図書館を活用した授業などの場面で司書教諭や学校司書も念頭に置くよいかもしれないといえそうです。　
今回は、 「生徒の情報リテラシー
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